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開会 午前１０時００分 

○事務局長（庄野勝政君） 御起立願います。おはようございます。 

 町民憲章を斉唱いたします。 

 一つ、みんなで力を合わせ、ひろく産業をおこし、豊かな町を育てましょう。 

 一つ、みんなで教養を深め、たくましい心と体をつくり、北方文化のかおり高い町を

育てましょう。 

 一つ、たがいにむつみ、助けあい、だれもが生きがいをもてるあたたかい町を育てま

しょう。 

 一つ、たがいにきまりを守り、よい習慣をつくり、平和で明るい町を育てましょう。 

 一つ、恵まれた自然を生かし、住みよい環境をつくり、美しい町を育てましょう。 

 お座りください。 

──────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） ただいまから、令和２年陸別町議会６月定例会を開会します。 

──────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これから、諸般の報告を行います。 

 議会関係諸般の報告については、諸般報告つづりのとおりでありますので、御了承願

います。 

──────────────────────────────────── 

◎町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 町長から、行政報告の申し出があります。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 ５月１１日、第１回臨時会以降、本日までの行政報告

を申し上げます。 

 お手元にお配りしております書面のとおりの内容でありますが、書面の外口頭で２

件、御報告申し上げます。 

 １件目は、新型コロナウイルス関係であります。 

 ４月７日に、政府が発表した緊急事態宣言は５月２５日に全面解除となり、北海道で

も外出自粛要請は緩和されましたが、人同士の接触機会が一挙に増えれば、感染拡大の

第３波の到来を早めかねないことから、今月１８日までは札幌市と道内他地域との往来

や感染リスクの高い施設の利用などは、引き続き慎重な対応を呼びかけております。当

町におきましては幸いなことに、いまだ町内での感染者の発生はありませんが、人の往
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来が増えればそれだけ感染リスクが高まりますので、町民一人一人が油断することなく

手洗いやマスク着用など、引き続き感染予防対策を講じていただきたいと思うところで

あります。 

 町内の公共施設等につきましては、感染拡大防止対策のための休館・休業しておりま

したが、緊急事態宣言の全面解除後、国や道の動きに合わせまして徐々に解除してきて

いるところであります。 

 次に、経済対策関係の状況であります。 

 時期を早めて４月２６日から販売を開始しましたプレミアム商品券は、通常の２０％

のプレミアム商品券１,５００セット及び飲食店限定の４０％のプレミアム商品券５００

セットは、いずれも完売しております。中小企業融資制度の融資期間等を拡大しました

特別運転資金は、これまでに４件の申込みがあり、さらに申込みの相談を受けていると

ころであります。１人につき１０万円が支給される特別定額給付金は、支給対象者１,３

１１世帯２,３３９人に対し、６月９日現在で１,２４０世帯２,２２７人の申請があり、

１,２０８世帯２,１７３人に支給しております。また、休業協力、感染リスク低減支援

金につきましては、支援対象１９事業者のうち６月９日現在で１０事業者の申請があ

り、本日１１日より順次支援金の支給を開始いたします。 

 最後に、今議会では国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業に併

せまして、予防対象等に関連する補正予算を計上しておりますので、後ほど御審議のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

 農作物の生育状況であります。２件目になります。 

 令和２年６月１日現在の十勝農業改良普及センター十勝東北部支所及び北海道糖業株

式会社本別製糖所調べによる農作物生育状況について報告いたします。 

 本年の気象経過は、４月の気温は上旬はやや低温傾向、中旬は平年並み、下旬は平年

を上回る状況で推移しました。降水量は平年を上回る状況でした。５月の気温は上旬は

平年を上回りましたが、寒暖差が大きく、中旬は平年を下回り、下旬は上回る状況でし

た。降水量は平年の半分以下と少ない状況でした。日照時間は４月下旬は平年を下回り

ましたが、５月は平年並みとなりました。 

 秋まき小麦は、草丈は低温のため平年よりも若干短く、茎数は平年よりやや少ない生

育となっております。 

 牧草は、萌芽期は平年より３日早い状況でしたが、低温・少雨のため生育はやや遅れ

ています。６月１日現在の草丈は５０.４センチと、平年の５５.５センチに比べ、生育

は３日遅れている状況です。１番草の収穫は、平年の収穫始めで６月１７日の見込みで

すが、天気次第の状況であります。 

 飼料用トウモロコシは、播種作業は降雨の影響もありましたが、ほぼ平年並みに収量

しました。出芽期は５月２９日で、平年並みに経過していますが、草丈、葉数とも平年

を若干下回っています。 
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 てん菜は、定植作業は降雨の影響もなく、前年より遅い５月１５日から開始し、５月

２０日に完了しています。 

 直播の播種作業は、４月下旬の降雨の影響もありましたが、前年より早い５月１日か

ら開始し、５月２日に完了しています。生育状況ですが、移植は降雨が少ないため干ば

つぎみとなっておりますが、前年と同程度の生育状況で、今後の降雨に期待していま

す。直播は播種前後の降雨で、適度な土壌水分があり、発芽が非常に良好でした。途中

での降雨もあり、順調に生育し、平年以上の生育をしております。 

 以上で、行政報告を終わらせていただきます。 

 なお、お手元にお配りしております事業、業務、工事等発注一覧表につきましては、

後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎教育関係行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 次に、教育長から教育関係行政報告の申し出があります。 

 有田教育長。 

○教育長（有田勝彦君）〔登壇〕 ５月臨時会以降本日までの主な教育関係の行政報告

につきましては書面のとおりでありますが、書面の中から１件、口頭で１件御報告いた

します。 

 まず、書面の中から１件御報告いたします。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、５月３１日まで陸別小学校と陸別中学校

を臨時休業としておりましたが、５月２５日、政府の緊急事態解除宣言が出され、翌５

月２６日、北海道教育委員会教育長より、６月から学校再開に向けた準備を行うよう通

知があり、そのことを踏まえ６月１日より、陸別小学校と陸別中学校を再開いたしまし

た。 

 次に、口頭で１件御報告いたします。 

 来年１月に予定しておりました小学６年生を対象とした令和２年度陸別町冒険体感ｉ

ｎとうきょう事業につきましては、感染防止対策を講じた派遣は困難であると判断し、

大変残念ではありますが、中止を決定いたしました。今後も感染症対策を徹底し、円滑

な教育活動が行われるよう進めてまいります。 

 以上で、教育関係の行政報告を終わります。 

○議長（本田 学君） これで、行政報告を終わります。 

 ただいまの報告に係る一般質問の通告は、本日、正午までに提出してください。 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 
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○議長（本田 学君） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、２番三輪議員、３番久保議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定の件 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２ 会期の決定の件を議題にします。 

 本件については、６月９日に議会運営委員会を開催し、本定例会の運営について協議

しておりますので、委員長より報告を求めます。 

 多胡委員長。 

○６番（多胡裕司君）〔登壇〕 令和２年陸別町議会６月定例会の運営について、６月

９日に開催いたしました議会運営委員会において慎重に協議しましたので、その結果に

ついて御報告いたします。 

 今定例会において、町長から事前に配付のありました議案は、財産の取得２件、農業

委員会委員の過半数を認定農業者等又は認定農業者等に準ずる者とすることについて１

件、農業委員会委員の任命について１０件、計画の一部変更１件、条例の一部改正３

件、補正予算２会計の合わせて１９件であります。 

 議会関係では、一般質問４名及び委員会の閉会中の継続調査についてを予定しており

ます。 

 会期につきましては、議案の件数、内容等を総合的に勘案し、協議の結果、お手元に

お配りをしております予定表のとおり、本日から６月１５日までの５日間とすることに

決定をいたしました。 

 なお、６月１５日につきましては予備の日とし、予定表のとおり議事が進行しなかっ

た場合に限り、会議を開くことに決定をいたしました。 

 次に、議案の一括議題についてでありますが、議事の能率化を図る上から、提案理由

が同一のものについては、一括して行うことにいたしました。 

 まず、議案第３４号から議案第３５号までの財産の取得については、提案理由の説明

を一括して受けることとし、質疑・討論・採決は、それぞれ議案ごとに行うことにいた

しました。 

 次に、議案第３７号から議案第４６号までの農業委員会委員の任命についての件であ

りますが、本件につきましては、議員の除斥に該当する議案が含まれておりますことか

ら、議案第４２号を除く議案第３７号から議案第４１号及び議案第４３号から議案第４

６号については、提案理由の説明から質疑までを一括して行い、採決は、それぞれ議案
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ごとに行うことにいたしました。 

 よって、議案第４２号は、単独議案として上程となります。 

 次に、議案第５１号から議案第５２号までの各会計補正予算についてでありますが、

従前の例と同様に、提案理由の説明を一括で受けることとし、質疑・討論・採決は、そ

れぞれ各会計議案ごとに行うことにいたしましたので御了承願います。 

 以上のとおりでありますので、議員各位におかれましては、特段の御理解と御協力を

お願い申し上げ、御報告といたします。 

○議長（本田 学君） お諮りします。 

 本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長からの報告のとおり、本日から６月１５

日までの５日間としたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から６月１５日までの５日間とすることに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 一括議題等会議の進め方については、議会運営委員長の報告のとおり行うことに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認め、そのように行うことに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 議案第３４号財産の取得について 

◎日程第４ 議案第３５号財産の取得について 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第３ 議案第３４号財産の取得についてから日程第４ 議

案第３５号財産の取得についてまで２件を提案理由が関連あるものとして一括議題とし

ます。 

 なお、質疑・討論・採決は議案ごとに行うことにしておりますので、あらかじめ御了

承願います。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第３４号財産の取得についてですが、令和２年５

月２７日執行の入札に関わる落札者と本契約を締結するため、議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるも

のであります。 

 続きまして、議案第３５号財産の取得についてですが、令和２年５月２７日執行の入

札に関わる落札者と本契約を締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 
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 以上、議案第３４号及び議案第３５号の２件を一括して提案いたします。 

 内容につきましては、副町長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、議案第３４号及び議案第３５号について御説明申

し上げます。 

 議案第３４号財産の取得について。 

 次により財産を取得するものとする。 

 記。 

 １、財産の区分、町有公用車両（塵芥収集車）。 

 ２、財産の規格・数量、塵芥収集車１台。 

 ３、財産取得予定価格、一金１,２３６万２,９００円也。 

 ４、財産取得の相手方、札幌市中央区北３条東１２丁目９９番地６。極東開発工業株

式会社北海道営業所、所長江島靖浩であります。 

 町外の業者３社を指名しまして、入札を執行しております。 

 落札率につきましては、７１.５％であります。 

 納期につきましては、本日、議決していただきましたならば、本契約を締結いたしま

して、令和３年１月３１日までであります。 

 以上で、議案第３４号の説明を終わりまして、次に、議案第３５号の説明に移りま

す。 

 議案第３５号財産の取得について。 

 次により財産を取得するものとする。 

 記。 

 １、財産の区分、町有公用車両（消防自動車）。 

 ２、財産の規格・数量、消防ポンプ自動車１台。 

 ３、財産取得予定価格、一金３,１２４万円也。 

 ４、財産取得の相手方、札幌市東区苗穂町１３丁目２番１７号。株式会社北海道モリ

タ、代表取締役中川龍太郎であります。 

 町外の業者３社を指名いたしまして、入札を執行しております。 

 落札率につきましては、９８.５％であります。 

 納期につきましては、本日、議決していただきましたならば、本契約を締結いたしま

して、令和３年１月３１日までであります。 

 以上で、議案第３４号及び議案第３５号の説明を終わります。 

 以後、御質問によりお答えしてまいりたいと思いますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 

 以上であります。 
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○議長（本田 学君） これから、議案第３４号の質疑を行います。質疑はありません

か。 

 ７番渡辺議員。 

○７番（渡辺三義君） 今回、塵芥収集車ということで、財産取得予定価格１,２３６万

２,９００円、この工事で言えば予定価格ですか、確かめるのに聞きたいと思います。 

 工事で言えば歩係がありまして、そして直工が出ましたら一般管理、現場管理費とい

う形で進んでいきまして、積み上げた形で予算額というのが出てきますが、これらの特

殊車両についての予定価格はどのような形で出されているのか、その辺お伺いいたしま

す。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 予定価格につきましては、予算計上後に改めてまた予算、設

計を行いまして計上しております。 

 予定価格につきまして御報告申し上げます。予定価格につきましては、税抜きで１,５

７１万９,８００円、税込みで１,７２９万１,７８０円となっております。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） よろしいですか。 

 ほかに。 

 ４番谷議員。 

○４番（谷 郁司君） ３４と３５について特殊車両なのですけれども、基となる車体

のメーカーはどこですか。それはこちらで希望していないの、その辺伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 暫時休憩します。 

                           休憩 午前１０時２２分 

                           再開 午前１０時２２分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君） 塵芥収集車につきましては、基となるベースのトラックが

ありまして、その上に箱を乗せる形になります。ベースのトラクックは規格を工事設計

の段階で出しまして、それに合わせたものを入れてもらっているということで、車名は

今のところ聞いていません。 

○議長（本田 学君） ４番谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 希望的な車種はないのですか。 

○議長（本田 学君） 棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君） 規格で形式を指定していっていますので、メーカーとかの

指定はしておりません。 

○議長（本田 学君） よろしいですか。 

 ほかに。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、議案第３４号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第３４号財産の取得についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３４号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第３５号の質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ４番谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 先ほどの３４と引き続いて、これもメーカー指定でなくてあく

までも特殊車両ですから、乗るそのものというか、ポンプの関係だとかそういうような

のですけれども、いわゆる仕様車というか、今どき何というの、こういう陸別町では４

Ｗというのですか、四駆とか、そういうようなことについてのこちらの希望というか、

そういうのをしている上で発注するのですか。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 規格関係につきましては、当初予算で議案説明書により説明

をしておりますが、一応、４ドアでディーゼルエンジン、四輪駆動、総重量は８,０００

キロ未満、乗車定員６名というような基本的な仕様を出して設計をしております。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、議案第３５号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第３５号財産の取得についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３５号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 
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◎日程第５ 議案第３６号農業委員会委員の過半数を認定農業者等又は 

認定農業者等に準ずる者とすることについて 

○議長（本田 学君） 日程第５ 議案第３６号農業委員会委員の過半数を認定農業者

等又は認定農業者等に準ずる者とすることについてを議題とします。 

 多胡議員は、農業委員会長席へ移動願います。 

 なお、多胡議員におかれましては、地方自治法第１２１条の規定により出席したもの

として、本案の採決には加わらないことにします。 

 暫時休憩します。 

（多胡議員 農業委員会長席へ移動） 

 

                           休憩 午前１０時２５分 

                           再開 午前１０時２６分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第３６号農業委員会委員の過半数を認定農業者等

又は認定農業者等に準ずる者とすることについてですが、陸別町農業委員会委員の任命

に当たり、委員の過半数を認定農業者等又は認定農業者等に準ずる者としたいので、農

業委員会等に関する法律施行規則第２条第１号の規定によりまして、議会の同意を求め

るものであります。 

 内容につきましては、副町長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、議案第３６号農業委員会委員の過半数を認定農業

者等又は認定農業者等に準ずる者とすることについてでありますが、選任に至るまでの

経過及び議会の同意を求める理由等につきまして、私のほうから説明をさせていただき

たいと思います。 

 議案説明書、資料ナンバー１－１を御覧ください。 

 資料のほうは、農業委員会委員の任命に関する資料としております。 

 農業委員会委員の定数につきましては１０名でありまして、任期は３年、現委員の任

期につきましては、令和２年７月１９日までとなっております。 

 農業委員会委員の選任までの経過につきましては記載のとおりでありますが、ここで

大変恐縮でありますが、資料の訂正をお願いしたいと思います。資料の中盤より下の令

和２年３月２７日の右側になりますが、３月２７日、町ホームページ掲載となっており

ますが、３月１９日の誤りでありますので、訂正をお願いいたします。大変申し訳あり

ませんでした。 
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 それでは、続けます。 

 本年２月２１日に、町内回覧と町ホームページへの掲載により、期間を２月２７日か

ら３月２７日までとして、委員の募集を開始しております。農業委員会等に関する法律

第９条第２項の規定に基づき、３月１２日に中間公表を行っておりますが、このときま

でに推薦・応募はともになく、３月１９日に募集期間を４月１７日まで延長しておりま

す。この後、３月２６日の２回目の中間公表では、推薦及び応募者等は５名ありました

が、応募期間延長の結果、４月２０日の最終公表のとおり、地区推薦が６名、全域から

の推薦が１名、団体からの推薦が１名、一般応募２名の計１０名の推薦及び応募となっ

ております。 

 なお、この公表につきましては、役場庁舎前の掲示板及びホームページにより行って

おります。 

 これを受けまして、４月２３日、町長から陸別町農業委員候補者評価委員会に対しま

して、陸別町農業委員会委員に推薦及び応募のあった者の評価について諮問を行いまし

て、５月１３日に評価委員会を開催しているところであります。 

 評価委員会では、一人一人について審査が行われ、候補者１０名について評価委員全

員の賛成により、農業委員会委員推薦候補者及び応募者の陸別町農業委員会委員への選

任については、適当と認めると答申されたところであります。 

 しかし、この候補者１０名のうち、認定農業者は５名となっておりまして、農業委員

会等に関する法律第８条第５項の規定による委員の任命に当たっては、認定農業者であ

る個人及び認定農業者である法人の執行する役員又は農林水産省令で定める使用人が、

委員の過半数を占めるようにしなければならないという要件を満たしておりません。こ

のため今回農業委員会等に関する法律施行規則第２条第１号の規定により、委員の過半

数を法第８条第５項の各号に掲げる者又は施行規則第２条第１号に掲げる者とすること

について、議会の同意を求めるというものであります。 

 議案説明書、資料ナンバー１－２に、法律施行規則等の抜粋を掲載しておりますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思いますが、今回の候補者の中には、法律施行規則第

２条第１号のイの認定農業者等であった者及びロの認定農業者の行う耕作又は養畜の事

業に従事し、その経営に参画する当該認定農業者の親族が含まれておりまして、今回御

同意をいただけますと、認定農業者等は７名となり、認定農業者等が委員の過半数を占

めることとなります。 

 なお、農業委員会委員の選任に当たり市町村長におきましては、農業委員会等に関す

る法律第８条第６項で農業委員会の所掌に属する事項に関し、利害関係を有しない者が

含まれるようにしなければならない。同条第７項で、委員の年齢、性別等に著しい偏り

が生じないように配慮しなければならない。第９条第３項では、推薦及び募集の結果を

尊重しなければならないと規定されておりますことを申し添えたいと思います。 

 以上で雑駁ではありますが、説明を終わります。以後、御質問によりお答えしたいと
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思いますので、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ４番谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 今、認定農業者に関しての議題としているわけなのですけれど

も、当町においてはどういうふうな方法でやられているのか分かりませんけれども、本

人の承諾も含めというか、議会も含めているのか、認定農業者というのは一体何人いる

のですか、陸別で。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 認定農業者につきましては、現在６５人となっております。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第３６農業委員会委員の過半数を認定農業者等又は認定農業者等に準

ずる者とすることについてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第３６号は、同意することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第 ６ 議案第３７号農業委員会委員の任命について 

◎日程第 ７ 議案第３８号農業委員会委員の任命について 

◎日程第 ８ 議案第３９号農業委員会委員の任命について 

◎日程第 ９ 議案第４０号農業委員会委員の任命について 

◎日程第１０ 議案第４１号農業委員会委員の任命について 

◎日程第１１ 議案第４３号農業委員会委員の任命について 

◎日程第１２ 議案第４４号農業委員会委員の任命について 

◎日程第１３ 議案第４５号農業委員会委員の任命について 

◎日程第１４ 議案第４６号農業委員会委員の任命について 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第６ 議案第３７号から日程第１４ 議案第４６号農業委

員会委員の任命についてを一括議題とします。 
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 なお、議案第４２号については本案採決後、単独議案となりますので、あらかじめ御

承知願います。 

 なお、多胡議員におかれましては、引き続き地方自治法第１２１条の規定により出席

したものとして、本案の採決には加わらないこととします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第３７号から議案第４１号まで及び議案第４３号

から議案第４６号までを一括して御説明申し上げます。 

 提案の理由につきましては、いずれも現委員が、令和２年７月１９日をもって任期満

了になりますことから、任命しようとするものであります。 

 議案第３７号農業委員会委員の任命についてですが、次の者を陸別町農業委員会委員

に任命したいので、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、議会の同意

を求めるものであります。 

 住所、陸別町字陸別１６番地、氏名、原田利則、生年月日、昭和３２年１月１４日、

６３歳であります。 

 続きまして、議案第３８号農業委員会委員の任命についてですが、住所、陸別町字陸

別原野分線１７番地１８、氏名、石井達也、生年月日、昭和３４年１月２日、６１歳で

あります。 

 続きまして、議案第３９号農業委員会委員の任命についてですが、住所、陸別町字ト

マム南３線９３番地、氏名、平野祥子、生年月日、昭和３６年８月７日、５８歳。 

 続きまして、議案第４０号農業委員会委員の任命についてですが、住所、陸別町字陸

別原野分線４番地３７、氏名、工藤哲男、生年月日、昭和３２年１０月２３日、６２歳

であります。 

 続きまして、議案第４１号農業委員会委員の任命についてですが、住所、陸別町字上

利別原野東１線２２２番地、氏名、佐藤直人、生年月日、昭和３７年１０月９日、５７

歳であります。 

 続きまして、議案第４３号農業委員会委員の任命についてですが、住所、陸別町字ト

マム２番地１１５、氏名、石田功、生年月日、昭和２５年１０月５日、６９歳でありま

す。 

 続きまして、議案第４４号農業委員会委員の任命についてですが、住所、陸別町字林

内１３番地、氏名、上杉昌弘、生年月日、昭和４４年１月７日、５１歳であります。 

 続きまして、議案第４５号農業委員会委員の任命についてですが、住所、陸別町字陸

別東２条１丁目２番地７、氏名、川口助夫、生年月日、昭和３２年１月１５日、６３歳

であります。 

 続きまして、議案第４６号農業委員会委員の任命についてですが、住所、陸別町字ト

マム北１線６番地、氏名、髙田信一、生年月日、昭和２７年８月１９日、６７歳であり
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ます。 

 以上でありますが、説明資料につきまして副町長に説明させたいと思いますので、御

審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、議案第３７号から議案第４１号及び議案第４３号

から議案第４６号の農業委員会委員の任命に係る資料について御説明を申し上げます。 

 議案説明書、資料ナンバー２－１を御覧ください。 

 議案第３７号、原田利則さん、６３歳、男性、職業は農業であります。経歴につきま

しては、平成２９年から現在まで農業委員、昭和５０年から農業に従事されている認定

農業者であります。上陸別区域の地区推薦でありまして、推薦届出者代表者は西岡悦夫

さん。推薦理由は、農業委員の職務を適正に行うことができるであります。 

 続きまして議案第３８号、石井達也さん、６１歳、男性、職業は農業であります。経

歴につきましては、平成１７年から平成２９年まで農業委員、平成２９年から現在まで

陸別町農業協同組合の理事を務められており、認定農業者であります。陸別町農業協同

組合からの団体推薦でありまして、推薦理由につきましては、豊富な農業経験や公職・

団体役員等を歴任し、高い見識を有しているであります。 

 次に、議案第３９号、平野祥子さん、５８歳、女性、職業は農業であります。経歴に

つきましては、北海道銀行足寄支店、陸別町農業協同組合での勤務経験がありまして、

認定農業者の親族であります。上斗満区域の地区推薦でありまして、推薦届出者代表者

は藤澤良一さん。推薦理由は、地域住民からの人望も厚く、農業委員として適任である

と認める。また、女性の視点を生かし、職務を遂行することを望むであります。 

 次に、議案第４０号、工藤哲男さん、６２歳、男性、職業は会社員であります。経歴

につきましては、平成２９年から現在まで農業委員、昭和５１年から平成５年まで陸別

町農業協同組合、平成５年から現在まで株式会社ナスアグリサービスで勤務されておら

れます。工藤さんは、一般応募でありまして、応募の理由につきましては、陸別町の農

業・農地を守りたいと考えるためであります。 

 次に、議案第４１号、佐藤直人さん、５７歳、男性、職業は農業であります。経歴に

つきましては、平成２３年から現在まで農業委員、昭和５６年から農業に従事されてい

る認定農業者であります。トラリ区域の地区推薦でありまして、推薦届出者代表者は佐

藤重則さん。推薦理由は、農業委員の経験も豊富で、適任であるであります。 

 次に、説明資料ナンバー２－２を御覧ください。 

 上から２段目になります。 

 議案第４３号、石田功さん、６９歳、男性、職業は農業であります。経歴につきまし

ては、平成２９年から現在まで農業委員、１６歳から農業に従事し、平成８年から平成

２４年までは北海道指導農業士を歴任されております。苫務区域の地区推薦でありまし

て、推薦届出者代表者は中谷裕司さん。推薦理由につきましては、北海道指導農業士・
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農業委員としての経験があり、地域の代表として適任であるであります。 

 次に、議案第４４号、上杉昌弘さん、５１歳、男性、職業は農業であります。経歴に

つきましては、昭和６２年から農業に従事されており、認定農業者であります。小利別

区域の地区推薦でありまして、推薦届出者代表者は三品博さん。推薦理由は、当地域に

おける適任者であります。 

 次に、議案第４５号、川口助夫さん、６３歳、男性、職業は団体職員であります。経

歴につきましては、昭和５４年から現在まで十勝農業共済組合に勤務されておられま

す。川口さんは一般応募でありまして、応募の理由につきましては、陸別町の基幹産業

である農業の発展に少しでも寄与できればと考えるためであります。 

 次に、議案第４６号、髙田信一さん、６７歳、男性、職業は農業であります。経歴に

つきましては、平成２０年から現在まで農業委員で、元認定農業者であります。中斗満

区域の地区推薦でありまして、推薦届出者代表者は前田和典さん。推薦理由は、農業委

員の経験もあり、地域の代表として適任であるであります。 

 以上、議案第３７号から議案第４１号及び議案第４３号議案第４６号の資料の説明を

終わらさせていただきます。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） これから、一括質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 陸別町議会の運営に関する基準第９９条の規定により討論を省略し、これから議案ご

とに農業委員会委員の任命についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３７号、原田利則氏の任命について、これに同意することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第３７号は、同意することに決定しました。 

 次に、議案第３８号、石井達也氏の任命について、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第３８号は、同意することに決定しました。 

 次に、議案第３９号、平野祥子氏の任命について、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 
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 したがって、議案第３９号は、同意することに決定しました。 

 次に、議案第４０号、工藤哲男氏の任命について、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４０号は、同意することに決定しました。 

 次に、議案第４１号、佐藤直人氏の任命について、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４１号は、同意することに決定しました。 

 次に、議案第４３号、石田功氏の任命について、これに同意することに賛成の方は起

立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４３号は、同意することに決定しました。 

 次に、議案第４４号、上杉昌弘氏の任命について、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４４号は、同意することに決定しました。 

 次に、議案第４５号、川口助夫氏の任命について、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４５号は、同意することに決定しました。 

 次に、議案第４６号、髙田信一氏の任命について、これに同意することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４６号は、同意することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 議案第４２号農業委員会委員の任命について 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１５ 議案第４２号農業委員会委員の任命についてを議

題とします。 
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 地方自治法第１１７条の規定によって、多胡議員の退場を求めます。 

（多胡議員 退場） 

 暫時休憩します。 

                           休憩 午前１０時４９分 

                           再開 午前１０時５０分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第４２号農業委員会委員の任命についてですが、

次の者を陸別町農業委員会委員に任命したいので、農業委員会等に関する法律第８条第

１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 住所、陸別町字上利別原野東２線２２２番地、氏名、多胡裕司、生年月日、昭和３３

年２月５日、６２歳であります。 

 以上でありますが、説明資料につきまして、副町長に説明させたいと思いますので、

御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、議案第４２号の農業委員会委員の任命に係る資料

について御説明申し上げます。 

 議案説明書、資料ナンバー２－２を御覧ください。 

 一番上になります。 

 議案第４２号、多胡裕司さん、６２歳、男性、職業は農業であります。経歴につきま

しては、平成２０年から現在まで農業委員、そのうち平成２３年から現在まで農業委員

会の会長を務められております。また、平成１９年から現在まで陸別町議会議員、平成

２６年から現在までＮＯＳＡＩの理事を務めてられております。認定農業者であり、町

内全域からの推薦であります。推薦届出者代表者は平野行広さん。推薦理由は、平成２

０年より農業委員として農業・農地行政に参画し、農地の適正な管理に尽力されてい

る。また、平成２３年から農業委員会会長として、農業委員会業務を円滑・適正に運営

しており、今後も農業委員としての活動に適任として認めるであります。 

 以上で、議案第４２号の資料の説明を終わります。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 陸別町議会の運営に関する基準第９９条の規定により討論を省略し、これから議案第

４２号農業委員会委員の任命についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 
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 議案第４２号、多胡裕司氏の任命について、これに同意することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第４２号は、同意することに決定しました。 

（多胡議員 入場） 

○議長（本田 学君） 暫時休憩します。 

                           休憩 午前１０時５３分 

                           再開 午前１０時５４分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 １１時１０分まで休憩します。 

 暫時休憩します。 

                           休憩 午前１０時５４分 

                           再開 午前１１時０９分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１６ 議案第４７号陸別町過疎地域自立促進市町村計画の一部 

変更について             

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１６ 議案第４７号陸別町過疎地域自立促進市町村計画

の一部変更についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第４７号陸別町過疎地域自立促進市町村計画の一

部変更についてですが、過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項の規定に基づき、陸

別町過疎地域自立促進市町村計画の一部を変更するため、議会の議決を求めるものであ

ります。 

 内容につきましては、総務課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 副島総務課長。 

○総務課長（副島俊樹君） それでは、議案第４７号陸別町過疎地域自立促進市町村計

画の一部変更についてを御説明いたします。 

 過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項の規定に基づき、平成２８年３月９日議決

の陸別町過疎地域自立促進市町村計画の一部を次のとおり変更するであります。 

 この過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項では、市町村計画の変更につきまして

は、同法第７条第１項の過疎地域の市町村は、自立促進方針に基づき当該市町村の議会
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の議決を経て、過疎地域自立促進市町村計画を定めることができるという規定を準用す

ることとされていることから、今回の一部変更につきまして、議会の議決を求めるもの

でございます。 

 今回の変更につきましては、今年度において過疎債の充当を計画している事業につき

まして、事業計画において追加をしようとするものであります。 

 陸別町過疎地域自立促進市町村計画の３９ページ、７、教育の振興(３)事業計画の

表、議案に記載している表でございますが、この表を次のように改めるということで、

(３)事業計画の表の左から２列目、事業名(施設名)の欄の(３)集会施設、体育施設等の

項目の公民館の次に集会施設を、その右側の欄の事業内容に新町集会所(仮)建設事業

を、その右事業主体の欄に町をそれぞれ追加するものでございます。 

 今回の変更する箇所については、以上でございます。 

 なお、今回の計画の変更につきましては、北海道に対しまして本年５月１５日に協議

を行いまして、５月２７日付で異議なしの回答を受けております。 

 また、陸別町まちづくり推進会議におきましても５月１９日に諮問を行いまして、５

月２２日に適当であるという答申を受けたところでございます。 

 この計画によりまして、借入れのできる過疎債につきましては、償還額の７割が交付

税に算入される大変有利なものとなっておりますので、御理解をお願いいたします。 

 以上雑駁でございますが、議案第４７号の説明とさせていただきます。以降、御質問

によりお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第４７号陸別町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更についてを採

決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４７号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１７ 議案第４８号町税条例等の一部を改正する条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１７ 議案第４８号町税条例等の一部を改正する条例を
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議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第４８号町税条例等の一部を改正する条例につい

てですが、地方税法等の一部を改正する法律(令和２年法律第５号)及び地方税法等の一

部を改正する法律(令和２年法律第２６号)の施行等に伴いまして、所要の改正を行おう

とするものであります。 

 内容につきましては、町民課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君） それでは、議案第４８号を説明いたします。 

 議案説明書、資料ナンバー３－１をお開きください。 

 町税条例改正等の一部改正の概要です。 

 今回の改正につきましては、第１条から第５条までの条立てで改正しております。 

 理由としましては、それぞれ施行日と適用日が違いますので、このような改正になっ

ています。 

 改正が多岐にわたりますので要点のみ、特に、当町に関係ある部分のみを説明とさせ

ていただきます。また、元号等の改正による部分と法律の改正に伴う条項のずれについ

ては、省略させていただきます。 

 それでは、まず、第１条の改正です。 

 公布の日の施行で、令和２年４月１日適用の部分です。 

 ローマ数字Ⅰから次ページ、資料ナンバー３－２、ローマ数字Ⅸまであります。 

 この中から、資料ナンバー３－２、ローマ数字Ⅶ、肉用牛の売却による事業所得の個

人町民税の課税特例です。これにつきましては、時限のある法律で、令和２年で３年間

の期限が切れたものを令和３年からまた３年間更新するというものであります。これに

つきましては、昨年の実績でいきますと、当町で４７事業者、適用額は３億７,０００万

円ほどとなっております。 

 次、ローマ数字Ⅷ、固定資産税の課税標準の特例(我が町特例)の規定であります。 

 我が町特例の内容は、この表の真ん中辺に(参考)出ていますが、点線で囲ってありま

すが、特定施設等につきまして、課税標準額に町の裁量で乗ずる率を定めることができ

るという制度であります。当町は、国の上限そのままとしております。 

 資料ナンバー３－７、３－８をお開きください。 

 これに新旧対照をつけていますが、この中で資料ナンバー３－８の９番太陽光発電設

備(１,０００キロワット以上)、これが昨年まで１件、該当になっております。３年間の

該当となっております。次に、１４番バイオマス発電設備(１万キロワット未満)、これ

も現在令和２年まで、平成３０年から１件該当になっております。１６番特定施設等の
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先端機器導入で、これは本年度４事業者が該当になっております。 

 前に戻ります。資料ナンバー３－３に戻ります。 

 これは同じく台帳の改正で、施行日が令和２年１０月１日です。たばこ税の課税標準

の係る規定で、記載のとおりであります。 

 次に、令和３年１月１日施行分です。 

 ローマ数字Ⅰから次ページ、資料ナンバー３－４、ローマ数字Ⅲまであります。この

中でローマ数字Ⅰ番、個人町民税の非課税の範囲に係る規定の改正と、ローマ数字Ⅱ、

個人町民税の所得控除に係る規定の改正であります。この部分につきましては、未婚の

独り親に関する規定が追加されました。従来の寡婦、婦人の寡婦、それと夫の寡夫につ

いては、婚姻後の死別、離別が対象になっておりましたが、未婚の独り親については今

まで制度上ありませんでした。それが今回からこういうことになります。詳細は、資料

ナンバー３－９にありますので、後に御覧ください。 

 次、資料ナンバー３－４に行きます。 

 中段、第２条の改定です。ローマ数字Ⅰから資料ナンバー３－５、ローマ数字Ⅳまで

の改正です。ローマ数字Ⅰは、固定資産税の課税標準の特例の規定でありまして、新型

コロナウイルス感染症の影響により、令和２年２月から１０月までの間の連続した３か

月の事業収入が、前年同期に比べて３万円以上減少した中小企業者の事業の用に供する

家屋と償却資産について、令和３年分の課税標準額を全額又は半額を減額するものであ

ります。前年比で５割以上減額した場合は、全額軽減ということで、３割以上５割未満

は半額の軽減ということであります。これは相当数申告が出てくるものかと思っており

ます。 

 次に、資料ナンバー３－５、ローマ数字Ⅲです。軽自動車税の環境性能割の非課税に

関する規定の改正です。環境性能割については、従来の取得税に代わるものですが、一

定の環境性能割基準を満たした車両の非課税の期限が、今回の影響で半年延長というこ

とで、令和３年３月まで延長になることであります。 

 次、ローマ数字Ⅳです。新型コロナウイルス感染症等に係る徴収猶予の特例です。こ

れについては、令和２年２月以降の任意の１か月間以上において、前年同期おおむね２

割以上減少した場合については、延滞金なしで最大１年間納税を猶予することができる

ということで記載されております。 

 次、第３条の改正です。施行日は、令和３年１月１日です。 

 ローマ数字Ⅰ、新型コロナウイルス感染症等により寄附金控除の特例に係る規定とい

うことで、新型コロナの影響で中止された行事等の入場料金の払戻請求権を放棄した場

合、寄附金控除の対象になるというものであります。対象となる行事は、主催者が申請

して国が認定したもので、町村適用する場合は町村指定も必要となります。 

 ローマ数字Ⅱは、同じく住宅借入金控除の居住開始が遅れた場合、それについて延長

されるという規定になっています。 
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 続きまして、ローマ数字Ⅲの資料ナンバー３－６に行きます。 

 これは、第４条の改正であります。令和３年１０月１日施行分と令和４年４月１日施

行分で、これは記載のとおりであります。 

 最後に、第５条の改正であります。これは公布日の施行で、令和２年４月１日適用と

いうことで、昨年、改正した町税条例の一部改正条例の改正です。これは、さきに説明

した独り親の規定の関係で、もともと独り親の規定は、児童扶養手当は受給者に限定し

ていましたが、今回、児童扶養手当を受給していない人、いわゆる２２歳を超えた人に

ついても該当になるということで、今回、第５条で改正しております。 

 資料ナンバー４－１から４－４８まで新旧対照表がついていますので、後に御覧くだ

さい。 

 以上で、資料の説明といたします。 

 議案集に戻ります。 

 議案第４８号町税条例等の一部を改正する条例。 

 条例本文及び附則については、資料で説明したとおりであります。 

 以上で、議案第４８号の説明といたします。 

 以後、御質問等にお答えしてまいりますので、御審議お願いします。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第４８号町税条例等の一部を改正する条例を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４８号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１８ 議案第４９号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正 

する条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１８ 議案第４９号陸別町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第４９号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例についてですが、地方税法等の一部を改正する法律(令和２年法律第５号)等の

施行、国民健康保険税の資産割の廃止等及び新型コロナウイルス感染症の影響による国

民健康保険税の減免の特例の創設に伴いまして、所要の改正を行おうとするものであり

ます。 

 内容につきましては、町民課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君） では、議案第４９号を説明いたします。 

 議案説明書、資料ナンバー５－１をお開きください。 

 陸別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の改正の要旨であります。 

 改正の１点目は、算定基礎額の変更ということで、国民健康保険税は記載のとおり、

医療分と支援金分と介護分の合算になっています。この表の一番下に、合計の記載して

あるのですが、所得割については１１.６％、これは変更ありません。資産割額は現行４

６％、これをゼロにするというものです。 

 今、国保は広域化でやっていますが、将来的には保険料統一という話が出ていまし

て、その際には資産割は廃止されます。十勝管内においても現在、５町村だけが資産割

を持っていますので、陸別町はこの機会に廃止したいということでゼロにしています。 

 ３番目、均等割が４万１,５００円から１,５００円下げて４万円となります。１,５０

０円の内訳は、医療分から１,０００円、介護分から５００円という内訳です。平等割は

現行の４万５００円から５００円下げて４万円となります。これは介護分の５００円を

下げております。 

 次に、限度額の改正で、表の右側にありますが、法律の改正に伴う引き上げです。合

計額９６万円は改正後９９万円、内訳が医療分が２万円上がって６３万円、介護分が１

万円上がって１７万円となります。直近の被保険者は、３８５世帯６１０人ですが、改

正後の限度額を超えた世帯については、２２世帯、５.７％程度と見込んでいます。昨年

は４１世帯ありましたので、約半数近く減っております。 

 続きまして、資料ナンバー５－２へ移ります。 

 算定基礎額の改正に伴いまして、軽減措置も変更となります。また、法律の改正によ

り軽減措置の基準も改正となりす。この右側にありますが、基準額７割軽減は３３万円

を超えない世帯ということで変更ありません。５割軽減、被保険者数に掛ける金額が２

８万円から２８万５,０００円に上がっています。２割軽減は同じく５１万円が５２万円

に上がっています。若干、軽減措置が拡大されています。軽減額は、算定基礎の変更そ

のまま反映しております。２段目の７割軽減の改正後を見てほしいのですが、合計欄、

各平等割・均等割とも２万８,０００円になっています。４万円の７割が２万８,０００
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円で、それが軽減されるということで差し引き１万２,０００円が課税対象、課税される

ということになります。５割軽減、２割軽減も同様の計算となります。 

 先ほどの３８５世帯のうち、７割軽減の該当世帯が１２９世帯、５割軽減が３４世

帯、２割軽減が３８世帯の予定です。合わせて２０１世帯、５２.２％ということで、こ

の軽減された世帯数の率は、ここ数年同じような５０％の前半で推移しております。 

 続きまして、新型コロナウイルス関連に伴う保険料の減免であります。 

 主たる生計維持者が、新型コロナウイルス感染症に感染して死亡した場合、もしくは

重篤な症状を負った場合については全額減免ということです。 

 一部減免の規定は、ここに書いてあるとおり３点ありまして、主たる生計維持者の事

業収入の減少額が１０分の３以上、生計維持者の合計所得が１,０００万円以下、合計所

得のうち、事業収入等以外の所得が４００万円以下という３点の基準があります。 

 減免の割合は、前年の所得に応じて１０分の２から１０分の１０という規定になって

います。 

 対象となる税金については、令和２年２月から令和３年３月末までの納期のあるもの

の国民健康保険税ということで、令和元年分の国民健康保険税は１月末で納期終わりま

したので、実質令和２年分の該当となります。 

 事業収入１０分の３の減少という判定は、前年分の収入と令和２年分の見込みとの比

較となります。この規定にのっとって減免した保険税については、１０分の６が国から

補塡されることになっています。 

 資料ナンバー、６－１から６－５に新旧対照表がついていますので、後に御覧くださ

い。 

 改正内容につきましては、先般、陸別町国民健康保険運営審議会において、書面によ

る議決で承認を得ています。 

 以上で資料の説明を終わりまして、議案集に戻ります。 

 改正内容は説明したとおりですので、附則を読み上げます。 

 附則、施行期日。第１条、この条例は、公布の日から施行し、令和２年４月１日から

適用する。ただし、陸別町国民健康保険税条例第２５条の２第１項に１号を加える改正

規定及び同条例附則に１項を加える改正規定は、令和２年４月７日から適用する。 

 適用区分。第２条、改正後の陸別町国民健康保険税条例(第２５条の２第１項第４号及

び附則第１５項の規定を除く。)の規定は、令和２年度以後の年度分の国民健康保険税に

ついて適用し、令和元年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例によると

いうことであります。 

 以上で、議案第４９号の説明となりまして、以後、御質問によってお答えしてまいり

ますので、御審議お願いします。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 



― 27 ― 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第４９号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を裁決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４９号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 議案第５０号陸別町介護保険条例の一部を改正する条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１９ 議案第５０号陸別町介護保険条例の一部を改正す

る条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５０号陸別町介護保険条例の一部を改正する条

例についてですが、介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令

の一部を改正する政令の公布に伴いまして、所要の改正を行おうとするものでありま

す。 

 内容につきましては、保健福祉センター次長に説明させたいと思いますので、御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） それでは、議案第５０号陸別町介護保険条例

の一部を改正する条例について、概要を申し上げて説明とさせていただきます。 

 なお、議案説明書の資料ナンバー７に、新旧対照表をつけております。御参照願いま

す。新旧対照表につきましては、形態としては右側が旧、左側が新となってございま

す。 

 ただいま町長から提案理由ありましたが、一部改正例による介護保険法施行令の改正

内容は、従来から軽減措置が行われてきた第１段階から第３段階の第１号被保険者の減

額賦課に係る減額幅、これを拡大するというものでありまして、昨年６月定例会におい

てもこの前段となる改正について御説明をさせていただいております。その計画期間、

保険料の最終年の減額というものになります。 
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 具体的には、ちょっと小さくて申し訳ないですけれども、新旧対照表のほうを見てい

ただきながら聞いていただければと思いますが、条例第２条第２項で規定する第１段階

の方については、本来の保険料賦課では基準額、これは第２条の第１項第５号(５)と書

いてあるところの保険料この基準額、ここは基準額でありますが、こちらに０.５を乗じ

た額になりますが、本改正前の軽減では０.５から０.１２５を超えない範囲で減じた割

合で減額できるという規定を最大活用させていただいて、０.３７５を乗じた額として２

万５,６５０円としていたところです。 

 今回の改正では、０.５から今度は０.２を超えない範囲で減じた割合で減額できると

いうことになりましたので、こちらも限度いっぱい減じることとさせていただきまし

て、基準額に乗ずる率を０.５から０.２を引いた０.３にさせていただきまして、保険料

年額が２万５２０円となるものであります。 

 また、第２段階、第３段階の方については、基準額に乗ずる率を第２段階では軽減前

の０.７５を０.５に、第３段階では同じく０.７５を０.７にしております。これいずれ

も最大の減率を採用させていただいております。 

 新旧対照表の第２条第３項及び第４項の記載が第２号、第３号の被保険者の内容、計

算された金額等がのっておるものということであります。 

 それから、第２条第２項の条文の中に、保険料の減額賦課に係る、下線が入っていま

すが、令和元年度から令和２年度というところ、今回も令和２年度分が対象となります

ので、令和元年度という文言を削らさせていただいております。 

 それでは、議案集にお戻りください。 

 改正内容につきましては、ただいま説明させていただいたとおりですので、条文読み

上げます。 

 陸別町介護保険条例の一部を改正する条例。 

 陸別町介護保険条例(平成１２年陸別町条例第３０号)の一部を次のように改正する。 

 第２条中「令和元年度及び」を削り、「２万５,６５０円」を「２万５２０円」に改

め、同条第３項中「４万２,７５０円」を「３万４,２００円」に改め、同条第４項中

「４万９,５９０円」を「４万７,８８０円」に改めるというものです。 

 附則を定めております。 

 施行期日等。この条例は、公布の日から施行し、改正後の第２条及び次項の規定は、

令和２年４月１日から適用する。 

 経過措置。令和元年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例による。 

 以上であります。 

 以上で、議案第５０号の説明を終わります。 

 以後、御質問によりお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いしま

す。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第５０号陸別町介護保険条例の一部を改正する条例をを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５０号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 議案第５１号令和２年度陸別町一般会計補正予算（第 

２号）               

◎日程第２１ 議案第５２号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計補正予算（第１号） 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２０ 議案第５１号令和２年度陸別町一般会計補正予算

（第２号）から日程第２１ 議案第５２号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療施設

勘定特別会計補正予算（第１号）まで２件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５１号令和２年度陸別町一般会計補正予算（第

２号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７４４万６,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５３億６,２９６万２,０００円とす

るものであります。 

 続きまして、議案第５２号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

補正予算（第１号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１７万４,

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４,９０１万４,０００

円とするものであります。 

 以上、議案第５１号及び議案第５２号の２件を一括して提案いたします。 

 内容につきまして、副町長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、議案第５１号及び議案第５２号につきまして、一

括して御説明申し上げます。 
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 まず初めに、各会計、各科目における共通する事項等についてを説明させていただき

たいと思います。 

 まず一つ目は、議案第５１号の一般会計及び議案第５２号の直診会計の職員人件費の

補正についてであります。２節給料、３節職員手当等４節共済費につきましては、いず

れも本年４月１日付の人事異動によるものであります。それからもう１点、３節につき

ましては、退職手当組合費の関係でありますが、一般職の負担率が本年４月１日から１,

０００分の１６０から１,０００分の１５５に変更されたことによります補正となってお

ります。 

 それから、二つ目であります。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事

業についてであります。歳入では、陸別町への交付予定額が総額で３,９１２万２,００

０円となっており、既に５月の補正予算で計上しました３８０万円を除きます３,５３２

万２,０００円について、今回補正計上しております。 

 議案説明書、資料ナンバー８－１、８－２を御覧いただきたいと思います。 

 この交付金の対象事業、予算額等につきましては、資料の対象事業一覧表のとおりで

ありますが、この交付金につきましては当初予算、それから５月の補正予算で計上しま

した事業も対象事業とすることができますことから、当初予算では１,３１８万８,００

０円、５月の補正予算では８９９万８,０００円、それから今回の補正予算では、一般会

計で５,６２２万２,０００円を計上しまして、交付金が１,５３０万５,０００円を充

当、直診会計では１６３万１,０００円を計上しまして、交付金も同額を充当しておりま

す。 

 歳出の総額につきましては、５,７８５万３,０００円を計上しまして、歳入の交付金

は１,６９３万６,０００円を充当する予算を計上しております。 

 なお、この事業で、新型コロナウイルス感染症予防対策のために購入する物品等のう

ち、これまでも消毒に利用してきました次亜塩素酸水と次亜塩素酸ナトリウム水が、最

近、報道等にも出ておりますが、効果が期待できないですとか、人体に影響が出る可能

性があるなどと報道されております。このことから、今後の検証の結果を待って、状況

によりましては本年度予算により他の製品を購入する場合があることをあらかじめ御承

知をいただきたいと思います。 

 また、本事業につきましては、これ以降、感染症対策事業として説明をさせていただ

きますので、あらかじめ御了承願います。 

 共通事項につきましては、以上であります。 

 これより、議案第５１号の説明から始めさせていただきます。 

 議案第５１号の１ページをお開きください。 

 議案第５１号令和２年度陸別町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正。 
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 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明をいたします。 

 歳出から説明したいと思いますので、１１ページをお開きください。 

 １１ページ、２、歳出であります。 

 １款議会費１項議会費１目議会費は３節職員手当等で、冒頭説明いたしました一般職

の退職手当組合費の負担率の変更によります４万７,０００円の減額の補正であります。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費２１２万８,０００円の補正は、２節給料１

８２万４,０００円の減額、３節職員手当等２２０万円の増額、次のページをお開きくだ

さい。４節共済費１７５万２,０００円の増額でありまして、人事異動等によるものであ

ります。 

 次に、５目財産管理費６８７万９,０００円の補正であります。１０節需用費は、感染

症対策事業の消耗品費でありまして、６万２,０００円の増額。１２節委託料は５８７万

１,０００円の増額であります。まず、地籍図修正で２０２万７,０００円の減額、それ

から電算システム導入で２６５万１,０００円の増額でありますが、これにつきましては

関連があります。これまで地籍図の修正につきましては、業務委託により行ってきたと

ころでありますが、これを今年度から固定資産基礎資料を電算課によりデータ整備し

て、管理システムを構築します。今後、固定資産台帳として税務担当業務全般を管理可

能な地図システムを構築しようとするものでありまして、これにより地籍図・課税図の

修正業務を廃止しようとするものであります。次の福祉館等管理の設備等改修５２４万

７,０００円の増額につきましては、現在、貸し付けしております陸別歯科診療所の改修

であります。本施設につきましては、平成１９年に購入しまして１２年が経過した給湯

器が現在故障しております。更新するとともに、配管も管の中にさびが著しく発生して

おりまして、これが給湯器の故障の原因となっていることから、全部の配管も合わせて

交換しようとするものであります。また、温風暖房器につきましては、床下から温風が

吹き出すタイプのものでありますが、これは昭和５５年に設置されてまして、既に４０

年が経過しております。老朽化により故障しがちでありまして、業者からは、次の修理

については部品もなく不可能であるということで相談がありましたことから、今冬が来

る前に更新しようとするものであります。 

 次の２４節積立金９４万６,０００円の補正につきましては、各基金への積立金であり

ます。内訳につきましては、ふるさと整備基金は、ふるさと納税１５件３４万円、いき

いき産業支援基金はふるさと納税の１件１万円、ふるさと銀河線跡地活用等振興基金は

ふるさと納税２件１万６,０００円、町有林整備基金はふるさと納税２件２万円、地域福

祉基金は指定寄附で１件５０万円とふるさと納税１件１万円の合わせて５１万円、給食
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センター管理運営基金がふるさと納税３件５万円となっております。 

 続きまして、６目町有林野管理費１８節負担金補助及び交付金につきましては、森林

認証取得負担金でありまして、当初予算で１９万３,０００円を計上しておりましたが、

十勝森林認証協議会より更新審査費用の大幅な増額に伴い、会員の負担金の増額が求め

られまして、陸別町の負担分としましては３万９,０００円が増額となるため、補正しよ

うとするものであります。 

 続きまして、７目企画費１８節負担金補助及び交付金につきましては、民間活用住宅

建設事業補助金であります。当初予算で単身用１戸と世帯用１戸の６３０万円を計上し

ておりましたが、相談者の都合によりまして、これが取消しなりました。今回、新たに

単身用６戸の建設の相談がありましたので、差引き７５０万円を補正しようとするもの

であります。 

 ９目交通安全対策費１０節需用費の消耗品は１２万７,０００円の補正でありますが、

３月３１日で女性の交通指導員１名が退任されましたが、４月１日付で新たに女性指導

員の任命をいたしました。新任交通指導員の女性用の制服一式を購入しようとするもの

であります。 

 続きまして、１２目銀河の森管理費は、３節職員手当等退職手当組合費で４万２,００

０円の減額の補正であります。 

 次に、２項徴税費１目税務総務費１,０５０万４,０００円の減額の補正であります

が、２節給料５８１万８,０００円の減額、３節職員手当等３０８万８,０００円の減

額、次のページをお開きください。４節共済費１５９万８,０００円の減額で、いずれも

人事異動等によるものであります。 

 続きまして、３項戸籍住民基本台帳費１目戸籍住民基本台帳費２５２万８,０００円の

補正であります。２節給料２１万９,０００円の増額、３節職員手当等５３万９,０００

円の増額、４節共済費１１万６,０００円の増額の補正につきましては、人事異動等によ

るものであります。 

 次に、１２節委託料１２２万５,０００円の補正は、平成２７年度に共同調達をしまし

た、今年度で保守期限が切れます住基ネット関連機器と、中間サーバープラットホーム

関連機器の更改に係る機器調達、搬入設置に係る委託料であります。今回も平成２７年

度同様に、共同調達しようとするものでありまして、住基ネット関連機器では統合端末

１台、ＩＣカードリーダー１台、照合情報読み取り装置１台、タッチパネル１台、それ

から中間サーバープラットホーム関連機器では管理端末１台、生体認証装置１台を予定

しております。１８節負担金補助及び交付金は、北海道自治体情報システム協議会の負

担金であります。中間サーバープラットホーム更改に係ります４２万９,０００円の補正

であります。 

 次のページを御覧ください。 

 ４項選挙費１目選挙管理委員会費２７万７,０００円の補正は、２節給料１１万１,０



― 33 ― 

００円の増額、３節職員手当等６万７,０００円の増額、４節共済費９万９,０００円の

増額でありまして、人事異動等による補正であります。 

 次に、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費６４８万円の補正であります。

２節給料２１７万８,０００円の増額、３節職員手当等２２５万８,０００円の増額、４

節共済費２０４万４,０００円の増額も人事異動等による補正であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２項児童福祉費２目児童福祉施設費１８０万５,０００円の補正であります。１節報酬

８３万３,０００円は、会計年度任用職員の報酬でありますが、現在、２歳児のクラスが

９名となっております。臨時保育士を増員して現在対応しているため、今回補正しよう

とするものであります。２歳児のクラスひよこ組は、御承知のとおり、１歳児と２歳児

の混合クラスでありまして、１歳児につきましては保育士が３人に１人、２歳児につき

ましては６人に１人の有資格者が必要で、配置しなければならないこととなっておりま

す。３節職員手当等９万１,０００円の減額につきましては、退職手当組合費でありま

す。１７節備品購入費は、感染症対応事業としてお昼寝用ベッド５５台、収納台車３

台、除菌洗浄水精製器１台、歯ブラシ除菌保管庫１台の購入を考えておりまして、１０

６万３,０００円を補正しようとするものであります。 

 ３項国民年金費１目国民年金事務取扱費４２万２,０００円の補正につきましては、３

節職員手当等３４万５,０００円の増額でありまして、人事異動等による補正でありま

す。１８節負担金補助及び交付金は、北海道自治体情報システム協議会の負担金であり

まして、年金生活者支援給付金の所得引き当てに係るシステム改修７万７,０００円の計

上であります。これは国庫補助金で同額が歳入にて予算計上しております。 

 １９ページになります。 

 次に、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費９９７万２,０００円の補正であ

ります。２節給料４４１万円の増額、３節職員手当等４１７万円の増額、４節共済費１

３９万２,０００円の増額につきましては、人事異動等による補正であります。 

 ３目予防費は５８万円の補正であります。１２節委託料でありますが、次のページお

開きください。説明欄の一番上でありますが、水銀含有廃棄物処理につきましては、使

用不能となりました水銀血圧計４台の専門の取扱業者への廃棄委託料３万５,０００円で

あります。１７節備品購入費５４万５,０００円は、感染症対応事業としまして検診時に

使用します対面用アクリルパネル６台、全自動血圧計１台、携帯用電子血圧計４台を購

入しようとするものであります。 

 ５目診療所費２７節繰出金は、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への繰出金１

７万４,０００円の減額の補正であります。 

 次に、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費３節職員手当等２万４,０００円

の減額は、退職手当組合費であります。 

 ２目農業総務費１０１万５,０００円の減額の補正は、２節給料３９万３,０００円の
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減額、３節職員手当等４０万２,０００円の減額、４節共済費２２万円の減額は、いずれ

も人事異動等によるものであります。 

 ３目農業振興費３００万円の補正につきましては、１８節負担金補助及び交付金で、

強い農業づくり事業補助金であります。これにつきましては、新規就農者のトラクター

購入費に対する道の間接補助であります。同額を道補助金として歳入で計上しておりま

す。 

 ４目畜産業費８５万３,０００円の補正も１８節負担金補助及び交付金、畜産防疫事業

で陸別町家畜伝染病自衛防疫組合の負担金で、家畜伝染病対策互助会により対応してい

るものであります。今回の補正につきましては、令和元年度分の精算に伴う不足分であ

りまして、町・農協・家畜飼養農家の３者で、それぞれ３分の１ずつ負担しているとこ

ろの町の分であります。 

 ５目農地費２万４,０００円の補正でありますが、１１節役務費、通信運搬費は苫務地

区の道営農地整備事業等で使用しています積算システムの通信費でありまして、当初、

７月からこのシステムが新システムに移行するという見込みで、３か月分のみ計上して

いたところでありますが、新型コロナウイルス感染症予防対策によりまして、システム

の移行が遅れることとなりました。したがいまして、今回残りの９か月分について補正

をしようとするものであります。 

 ７目公共草地管理費８５万３,０００円の補正につきましては、１５節原材料費であり

ます。ポントマム畜産センターの管理用道路が著しく現在荒れております。車両の通行

にも支障が出ておりますので、原材料費で砂利２５０立米を購入しまして、直営でグ

レーダーをかけて整地しようとするものであります。 

 ８目農地産物加工研修センター管理費３節職員手当等は、退職手当組合費の負担率の

変更による１万９,０００円の減額の補正であります。 

○議長（本田 学君） 昼食のため、午後１時まで休憩します。 

                           休憩 午前１１時５９分 

                           再開 午後 １時００分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、引き続きまして説明を続けさせていただきます。 

 ２１ページをお開きください。 

 ７款商工費１項商工費１目商工総務費４００万円の補正であります。２節給料２９５

万２,０００円の増額、３節職員手当等３７万６,０００円の増額、次のページをお開き

ください。４節共済費６７万２,０００円の増額につきましては、人事異動等によるもの

であります。 

 ２目商工振興費２,０００万円の補正につきましては、２０節貸付金、信用保証貸付金

であります。陸別町中小企業融資制度要綱では、預託金の３倍の融資枠を設定できると
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しております。当初予算の預託金は８,０００万円で、２億４,０００万円まで融資でき

ますが、今回の新型コロナウイルス感染症の関係もありまして、既に２億２,５００万円

の融資が見込まれております。今後の融資の相談によりましては、融資枠の不足も考え

られますことから、貸付金総額を１億円としまして、３億円までの融資枠を確保しよう

とするものであります。 

 ３目観光費４万２,０００円の補正につきましては、１８節負担金補助及び交付金で職

員の人事異動に伴いまして、職員の車両系建設機械技能講習の受講料を計上していると

ころであります。 

 次に、８款土木費１項土木管理費１目土木総務費３節職員手当等は、退職手当組合費

１０万９,０００円の減額の補正であります。 

 ２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費１０節需用費で、ロータリー車の修繕料

１６３万６,０００円の補正であります。これは点検によりまして、草刈り装置のシャフ

トの亀裂を発見しましたので、今期の道路維持の草刈り業務に支障が出ないように、早

急に修理しようとするものであります。 

 ９款消防費１項消防費１目消防費は７節報償費で、退職団員の退職報償金の９０万９,

０００円の補正であります。今回、２名が退職しまして、６月１日付で１名が加入しま

したので、６月１日現在の団員数につきましては、定数５６名に対し４９名となってお

ります。 

 ２目災害対策費は２７９万３,０００円の補正でありますが、この目は全て感染症対応

事業であります。１０節需用費は、非接触型体温計や防護服・フェイスマスク・手指消

毒液などの備蓄用衛生資材の購入で４６万１,０００円の計上。１７節備品購入費は、避

難所用のクックパーティション２０基、それから備蓄庫１基で２３３万２,０００円の計

上であります。 

 次のページ、２４ページをお開きください。 

 １０款教育費１項教育総務費１目事務局費５１９万１,０００円の減額の補正でありま

す。２節給料２５９万２,０００円の減額、３節職員手当等２５４万７,０００円の減

額、４節共済費８９万２,０００円の減額につきましては、人事異動等による予算の計上

であります。２０節貸付金につきましては、奨学資金でありまして、高校生の新規が２

名で予算計上していたところが、１名となりました。それから、大学生の新規が２名か

ら４名と、増となっておりまして、確定によります８４万円の増額の補正であります。 

 ２項小学校費１目学校管理費１,８３４万円の補正につきましても、感染症対応事業で

あります。１４節工事請負費の学校改修につきましては、エアコン設備の設置工事であ

ります。教室と保健室の１０か所、１０基を設置しようとするものであります。本来な

ら夏の暑い時期に、快適に勉強していただきたいと考えるところでありますが、工期は

早くても３か月が必要だということで聞いております。真夏の授業には間に合いません

が、今後の快適な学習環境の確保のためにこの交付金を充当し、整備しようとするもの
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であります。このエアコン設備設置には、電気のトランスの入替えも必要となっており

ます。電気設備改修に７２７万１,０００円、エアコン設備設置に１,１０６万９,０００

円が必要となります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー９に、エアコンの設置箇所図をつけておりますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 ２目教育振興費も感染症対応事業でありまして、公立学校情報機器整備事業でありま

す。国のＧＩＧＡスクール構想の児童１人１台の端末整備でありまして、家庭学習と

なった場合でも対応できるようにするために、ｉＰａｄを全児童と教員分について購入

しようとするものであります。１０節需用費、消耗品費につきましてはｉＰａｄ用の保

護フイルムですとか、スタイラスペンなどで１０万円。それから、１７節備品購入費は

ｉＰａｄを児童分９８台、教員分１７台と、予備３台を合わせまして１１８台。それか

ら、家庭学習のための通信機器整備としてＷｉ－Ｆｉのルーター１４台、遠隔学習用と

してウエブカメラ１台の購入費としまして１,１１９万５,０００円の計上であります。 

 ３項中学校費も小学校費と同様でありますけれども、１目学校管理費１４節工事請負

費の学校改修につきましては、エアコン設備設置工事で１,６０６万９,０００円の補正

でありまして、教室５か所に５基設置しようとするものであります。これらも電気のト

ランスの入替えが必要でありまして、電気設備の関係で５８０万円、エアコン設備設置

に９６８万９,０００円が必要となります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー１０に、エアコンの設置箇所図をつけておりますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次の２目教育振興費も公立学校情報機器整備事業で、国のＧＩＧＡスクール構想の生

徒１人１台の端末整備でありまして、ｉＰａｄを全生徒と教員分について購入しようと

するものであります。１０節需用費につきましては消耗品費で、小学校費と同じくｉＰ

ａｄ用の保護フイルムですとかスタイラスペンで７万７,０００円、１７節備品購入費が

ｉＰａｄを生徒分４５台、教員分１４台、予備３台の合わせて６２台分。家庭学習のた

めの通信機器整備としてＷｉ－Ｆｉルーター４台、遠隔学習用としてウエブカメラ１台

の購入としまして５９６万８,０００円の計上であります。 

 次のページを御覧ください。 

 ５項保健体育費３目学校給食費３万５,０００円の減額の補正につきましては、３節職

員手当等で退職手当組合費であります。 

 ２７ページから３０ページに、給与費明細書を添付しておりますので、後ほど御覧い

ただきたいと思います。 

 以上で歳出を終わりまして、次に歳入の説明をさせていただきます。 

 ７ページをお開きください。 

 ７ページは、１、歳入であります。 

 ９款地方交付税１項地方交付税１目地方交付税１節地方交付税、今回、普通地方交付
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税は２,３０６万１,０００円の増額の補正であります。地方交付税の補正後の内訳につ

きましては、普通地方交付税が１９億９８６万８,０００円、特別地方交付税が当初と変

わらず１億８,０００万円でありまして、合計２０億８,９８６万８,０００円となりま

す。 

 令和元年度の普通地方交付税の決定額が１９億５,４６１万５,０００円でありますの

で、補正後の額との差額は４,４７４万７,０００円となっております。 

 次に、１３款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費補助金１節総務管理費補助金は、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金３,５３２万２,０００円の補正であ

ります。 

 議案説明書、資料ナンバー８－１から３を御覧ください。 

 この交付金につきましては、冒頭申し上げましたとおり、当初予算と５月の補正予算

で計上した事業も対象とすることができる事業であります。国庫補助金の交付見込額に

つきましては、３,９１２万２,０００円でありますが、５月の補正予算で休業協力、感

染リスク低減支援事業に３８０万円を計上しておりますので、今回の補正につきまして

は、残りの３,５３２万２,０００円の計上となっております。 

 また、今回の補正予算では、学校のエアコン設備設置事業では、他の事業に充当した

残りの６２６万３,０００円を小学校費と中学校費に案分して充当しまして、公立学校情

報機器整備事業につきましては、国庫補助金と同額を充当することとしております。 

 なお、当初予算の計上事業につきましては、通常分ではなく明らかに新型コロナウイ

ルス感染症に対応する事業費のみが、この交付金の対象とすることができるというもの

でありますから、事業費の内数を対象事業費としている事業もございますので、あらか

じめ御承知をいただきたいと思います。 

 それでは、予算書、７ページにお戻りください。 

 ７ページの６目教育費補助金であります。２,４７５万１,０００円の計上でありま

す。１節小学校費補助金と２節中学校費補助金は、いずれも公立学校情報機器整備補助

金で、ｉＰａｄ等の購入物品のそれぞれに補助単価が設定されておりまして、小学校費

補助金につきましては３３５万２,０００円、中学校費補助金につきましては１２２万

７,０００円の計上であります。３節教育総務費補助金２,０１７万２,０００円の補正

は、学校施設環境改善交付金が教員住宅の建設事業補助金でありまして、２,０９９万

２,０００円の内定通知による計上であります。へき地児童生徒援助費等補助金が、ス

クールバス購入に係る補助金でありまして、こちらも内定通知がありましたので、８２

万円の減額の計上としております。 

 次のページをお開きください。 

 １４款道支出金２項道補助金４目農林水産業費補助金は１節農業費補助金で、強い農

業づくり事業補助金３００万円の補正であります。歳出でも説明しておりますが、新規

就農者のトラクター購入に係る１０分の３、上限３００万円の補助金であります。 
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 次に、１５款財産収入２項財産売払収入３目出資金精算等収入は、新設の課目であり

ます。１節出資金等精算等収入１,００８万円の予算計上であります。これは株式会社陸

別町振興公社の解散に伴うものでありまして、令和元年度の決算と残余財産の確定が５

月２６日開催の総会において議決されたことを受けまして、出資金等残余財産分の精算

見込額を今回計上いたしました。 

 なお、株式会社陸別町振興公社が担っておりました事業につきましては、４月１日よ

り官民連携の新会社として設立されました株式会社りくべつに移行されております。 

 続きまして、１６款寄附金１項寄附金２目指定寄附金は１１４万５,０００円の補正で

あります。１節総務費寄附金５７万５,０００円につきましては、ふるさと整備資金が指

定寄附１件で２０万円、ふるさと納税分１５件３４万円、合わせて５４万円で、既定予

算で１,０００円を計上しておりましたので、差引き５３万９,０００円を計上しており

ます。ふるさと銀河線跡地活用等振興資金は、ふるさと納税２件１万６,０００円、町有

林整備資金もふるさと納税２件２万円であります。２節教育費寄附金は、給食センター

管理運営資金で、ふるさと納税３件５万円。３節民生費寄附金は地域福祉資金で指定寄

附が１件で５０万円、ふるさと納税１件１万円の５１万円であります。４節農林水産業

費寄附金は、いきいき産業支援資金で、ふるさと納税１件１万円であります。 

 続きまして、１７款繰入金１項基金繰入金４目いきいき産業支援基金繰入金、１節い

きいき産業支援基金繰入金は、民間活用住宅建設事業に充当のため４５０万円の補正と

しております。 

 ８目公共施設等維持管理基金繰入金１節公共施設等維持管理基金繰入金は、公共施設

等の維持管理事業に充当のため７０万円の補正であります。内容としましては、当初予

算で庁舎タウンホールの改修事業に充当するために、２４０万円を計上しておりました

が、この事業が緊急防災・減災対策事業債の対象とできることが判明しましたので、全

額を減額しまして、今回補正予算で計上しております陸別歯科診療所の設備等の改修事

業に、新たに３１０万円を充当しようとするものであります。 

 次に、１９款諸収入３項貸付金元利収入２目貸付金元利収入１節貸付金元利収入につ

きましては、信用保証貸付金２,０００万円の補正でありますが、こちらは歳出で同額を

計上しております。 

 ３目奨学資金貸付金収入１節奨学資金貸付金収入は、奨学資金償還金１０７万円の補

正であります。繰上償還分が１件９６万円、令和元年度からの償還開始分が１件１１万

円の内訳であります。 

 ４項雑入３目雑入７節雑入の４万円の補正につきましては、新任の交通安全指導員用

の制服購入に係る北海道交通安全指導員連絡協議会の助成金であります。 

 次のページ、１０ページをお開きください。 

 ２０款町債１項町債１目総務債１節総務債３９０万円の補正につきましては、先ほど

繰入金で説明しました当初で歳出予算を計上しておりました庁舎タウンホール改修事業
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の分であります。緊急防災・減災対策事業債で１００％充当できまして、交付税措置も

７０％という有利な起債であります。 

 ６目教育債は、２,０２０万円の減額の補正であります。１節教育総務債で、教員住宅

建設事業の国庫補助の内示に伴います２,０９０万円の減額、２節学校教育施設整備債は

国庫補助の内示に伴います７０万円の増額の計上であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に５ページをお開きください。 

 ５ページです。 

 予算書、５ページは、第２表地方債補正の変更であります。 

 まず、起債の目的、一般単独事業（緊急防災・減災対策事業）ですが、限度額が３,１

２０万円から３９０万円増の３,５１０万円に変更となります。内訳は、庁舎タウンホー

ル改修事業で３９０万円が新たに加わっております。 

 次に、過疎対策事業債ですが、限度額が７億８,０９０万円から２,０２０万円減の７

億６,０７０万円に変更となります。内訳は、次のページ、６ページをお開きください。

下から２段目の教員住宅建設事業が５,３１０万円から２,０９０万円減の３,２２０万

円、スクールバス購入事業が５６０万円から７０万円増の６３０万円に変更となりま

す。 

 なお、利率につきましては、記載のとおりであります。 

 以上で、議案第５１号を終わりまして、次に、議案第５２号の説明に移ります。 

 議案第５２号令和２年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算

（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明をいたします。 

 歳出から説明したいと思いますので、５ページをお開きください。 

 ５ページ、２、歳出であります。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費は１３０万７,０００円の減額の補正であり

ます。２節給料３４万６,０００円の減額、３節職員手当等１１６万５,０００円の減

額、４節共済費３１万７,０００円の減額につきましては、一般会計の冒頭で説明しまし

た４月１日付の人事異動等による減額であります。１０節需用費及び１７節は、施設管

理用の新型コロナウイルス感染症対策に係る予算であります。１０節需用費４８万３,０

００円は消毒液などの消耗品費、１７節備品購入費は３万８,０００円で、受付用の対面

用アクリルパネル２セット分であります。 

 次に、６ページをお開きください。 

 ２款医業費１項医業費１目医療用消耗器材費１０節需用費は、医療従事者用の新型コ

ロナウイルス感染症対策に係る防護服・ゴーグル・サージカルマスク・フェイスマス
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ク・手指用消毒液などの医薬材料費１１１万円の補正であります。 

 ２項給食費１目給食費１７節備品購入費は、平成１６年に購入しました防水ミニキッ

チンスケールが１５年を経過しまして故障しましたので、今回更新しようとするもので

ありまして、２台分、２万３,０００円の補正であります。 

 ７ページから１０ページに給与費明細書が添付されておりますので、後ほど御覧をい

ただきたいと思います。 

 以上で歳出を終わりまして、次に歳入の説明をいたします。 

 ４ページをお開きください。 

 ４ページ、１、歳入であります。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節一般会計繰入金は、財政対策分

で１７万４,０００円の減額の補正であります。 

 以上で、議案第５１号及び議案第５２号の説明を終わります。 

 以後、御質問によってお答えしたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） これから、議案第５１号令和２年度陸別町一般会計補正予算

（第２号）。 

 第１条、歳入歳出予算の補正のうち、歳出の逐条質疑を行います。 

 事項別明細書は、１１ページからを参照してください。 

 １款議会費１１ページから、２款総務費１６ページまで。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、３款民生費１７ページから、４款衛生費２０ページ上段

まで。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、６款農林水産業費２０ページ中段から、９款消防費２３

ページまで。 

 １番中村議員。 

○１番（中村佳代子君） ２２ページの観光費、１８節負担金補助及び交付金、技能講

習受講料４万２,０００円についてお伺いいたします。この受講料は、どのような受講料

の内容になりますか。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） お答えいたします。 

 こちらのほうは作業免許と言われるもので、小型ではなく大型の整地等の作業を想定

しております。 
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○議長（本田 学君） よろしいですか。 

 ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、１０款教育費２４ページから、最終２６ページまで。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 小学校・中学校ともに１目学校管理費のエアコンの工事請負費

でありますが、これ合計いたしますと、３,４４０万９,０００円ということになりま

す。先ほど、説明では交付金を一部受けてということでありましたが、この財源の組み

立てを整理してお伺いしたいと思います。 

○議長（本田 学君） 空井教育委員会次長。 

○教育委員会次長（空井猛壽君） それでは、ただいまの御質問にお答えをいたしま

す。 

 まず、今年度整備しようとしております小・中学校、それぞれ１０台・５台エアコン

を設置するわけですが、今回の財源につきましては、先ほど副町長からも説明ありまし

たが、新型コロナウイルス感染症対応の地方創生臨時交付金を充てることとしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 私、この３,４４０万９,０００円を議案説明書８－１、２、３

からは拾いきれないのですが、教えていただきたいと思いまして。 

○議長（本田 学君） 空井教育委員会次長。 

○教育委員会次長（空井猛壽君） 今回のエアコン設置工事に関わる財源につきまして

は、本来であれば文部科学省の学校施設環境改善交付金という別な事業がありまして、

そちらのほうでエアコンの設置に関しては対象事業となっておるところでございます

が、今回、今年度につきましては、実は文部科学省の交付金につきましては前年度、事

業実施の前年度の５月に実は補助要望を上げたものが、翌年の事業として交付金決定さ

れるというような、一般的な流れになっておりまして、今回の整備につきましては今年

度事業実施するわけで、文部科学省の交付金を充てにしようとすると、実は昨年の５月

段階でこのエアコンの整備に関わる交付金の手挙げをしておらないと、対象にはならな

いというような交付金の性格がありまして、今回につきましては副町長からの説明もあ

りましたが、今回の設置については急設を要するという部分もありまして、こちらの交

付金は残念ながら一連の事務手続を考えますと、断念せざるを得ないというような状況

がありましたことから、今回、この地方創生臨時交付金を充てさせていただいたところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 
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○３番（久保広幸君） 確かに、このエアコン未整備の公立校につきましては、早くに

国の補助でエアコンの整備をしたい、するというような話が私も聞いておりました。そ

ういうことで、今回の先ほどの３,４４０万９,０００円の財源がどのようになっている

のかと見ましたら、新型コロナウイルス関連の臨時地方交付金については、小学校改修

で３３３万８,０００円、中学校で２９２万５,０００円と、この部分だけと、そのよう

な理解になりますか。 

○議長（本田 学君） 空井教育委員会次長。 

○教育委員会次長（空井猛壽君） 現時点におきましては、地方創生の臨時交付金のみ

の財源となります。 

○議長（本田 学君） よろしいですか。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） ただいま、教育委員会の次長がお答えしましたとおり、資料

ナンバーの８－２にあります真ん中の金額の額が財源として交付金を充てて、それ以外

には今のところ補助等が対象とならないので、これを充てて早急に整備をしたいという

考えであります。 

 なお、先ほど説明漏れしておりますが、この事業で金額は３,９１２万２,０００円交

付されるわけでありますので、執行残等があれば先ほど申しましたように、ここにまた

案分で配分をして充当していきたいと。大きな額にはならないかもしれませんが、交付

金で調整したいというふうに考えております。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

 ４番谷議員。 

○４番（谷 郁司君） さきの議員の質問とちょっとダブるのかもしれませんけれど

も、２５ページの教育費の小・中学校の工事請負費の関係なのですけれども、今、次長

の説明では、この補助をもらうために今回の交付金の前の補助金、いわゆる去年のうち

に申請してないと、今年は当たらないという形でされた。当たらないので交付金という

のですか、地方創生交付金で充てようとする。 

 昨年の計画の中で、そういうものをあらかじめ取り上げられていなかった理由という

のですか、しなかったというのかな、それで今の話と合わせると、今回の補助金で有利

であったのかどうかということですけれども、たまたまコロナの関係でこういうふうな

もの来たので、慌てて手を挙げたというか、そういうような経過を見受けられるですけ

れども、去年のうちにきちっと申請、手を挙げていれば今回の場合では、先ほどの説明

では今回補正で組んで、でき上がるのは３か月後だということになれば、シーズン的に

後れると思うのだよね。 

 だから、昨年上げていれば、今回のシーズンに間に合うのではないかなと思うのです

けれども、その辺のプロセスというか、申請の仕方というか、取組方がちょっと甘かっ
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たのではないかなと思うのですけれども、その辺についての理由、説明をお願いいたし

ます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） この件につきましては、教育委員会のほうから相談もありま

して、皆さんも御承知のとおり、授業が潰れておりまして、夏の間、それからいろいろ

な時間を使って授業時間を確保しなければならないという理由があるということで、で

きれば本来なら夏に間に合わせて、夏休みも短縮して授業するということになりそうで

ありますので、それに本来は対応させてあげれれば一番いいことであるのですが、今

回、それ今からやっても間に合わないのですけれども、例えば秋の残暑のときも授業で

少しでも環境のいいところで勉強していただきたいと、そういう思いを教育委員会のほ

うから相談がありまして、今回の予算となっております。 

 ですので、昨年の段階でエアコンをつけるとかいう計画はございませんで、今回、新

型コロナウイルス関連で学校が休業したことにより急遽、今回、措置しようというふう

に考えたものであります。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

 １番中村議員。 

○１番（中村佳代子君） 同じく教育振興の教材用備品の購入についてお伺いします。 

 ｉＰａｄを用意するということでしたけれども、次のもし休校になったときのために

使用したいとさっきお話ししていましたけれども、納期とかはどのぐらいを予定してい

るのでしょうか。 

○議長（本田 学君） 空井教育委員会次長。 

○教育委員会次長（空井猛壽君） ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、これまでの流れから申し上げますと、昨年の３月の定例議会におきまして、学

校内の校舎、校舎内のＷｉ－Ｆｉ環境を整えるということで、必要な補正予算を議決し

ていただきまして、そこの段階では５年かけて、令和元年度から令和５年度まで５年を

かけて１人１台を実現してちょうだいというようなＧＩＧＡスクール構想なるものがあ

りまして、３月の段階では学校内の校舎ＬＡＮのみを整備します。令和２年度以降に情

報端末のほうを整備しますということで、お話をさせていただいたところであります。 

 今回、コロナウイルス感染症関連で、国のほうも１人１台を５年かけてゆっくりやる

のではなく、こういった時代でもありますし、学校休業が長引いたということもあっ

て、御家庭での学習、これが遠隔でできないものかと。このような時代でもありますの

で、そういった体制をいち早く整備すべきということで、今回、令和２年の第１次補正

予算におきまして、５年かけて１人１台実現するものを今年度に全て前倒しをして、今

年度中に１人１台を実現してちょうだいというようなお話になりました。 

 そういうことから申し上げますと、全ての市町村、全国の市町村におきまして、やは
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り１人１台を実現すべく物品の発注等々は、それぞれ行われると思います。現段階で納

期がいつになるかというのは、残念ながらお示しはできないところでありますけれど

も、先月、文部科学省のほうで各市町村に対して、必要台数をまずもって教えてくれと

いうことで、それを取りまとめた上で各製造メーカーのほうに増産体制といいましょう

か、これだけニーズがあるので生産をよろしくお願いします的な調査がありましたの

で、それを踏まえて各市町村も発注行為をすることになると思いますが、いずれにしま

しても品薄の状況というのは、もしかしたら発生するかもしれませんが、文部科学省自

体の腹としては、今年度中には、遅くとも今年度中には１人１台を実現させるというこ

とで動いておるようですので、当町におきましてもそれを期待しつつ、年度内には１人

１台を実現したいということで考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） １番中村議員。 

○１番（中村佳代子君） 納期については、理解しました。 

 これを購入する場合は、町内業者から入札という形で購入するのでしょうか。 

○議長（本田 学君） 空井教育委員会次長。 

○教育委員会次長（空井猛壽君） 実際の購入方法等については、これから内部で検討

して、町内の業者で取り扱えるべきものであれば、極力、町内業者を当然のことながら

使わせていただくということなりますが、いかんせん専門的な部分もあるので、もしか

したら町内業者では難しいものも出てくるかもしれませんが、それらの具体的な発注方

法については、これから内部で検討を進めていくということで、現時点では考えておる

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

 ２番三輪議員。 

○２番（三輪隼平君） 私からも同じく教育費、どちらにも関わる１７節備品購入費か

ら今のｉＰａｄの件についてお聞きしたいと思います。 

 今、さきの議員より納入日についてお話、理解しました。実際にこのｉＰａｄという

か、ＩＣＴ教育をどのように活用していくかというのは、これからいろいろな検討がさ

れるかと思うのですけれども、今、実際に話聞かせていただいて、納入は今年度中とい

うことで、さきになるかもしれないのですけれども、その活用の仕方がオンラインの

ルーターとかも整備した上で、通信を使った活用方法を考えていくのか。 

 あと、オンラインに頼らないで、データとしてタブレット端末に授業の補助となるよ

うなデータを作っておいて、その端末を、端末自体も御家庭に持ち帰れるのかどうか、

それも判断これからされるかと思うのですけれども、そういったものを今年度中、納入

までにデータを作っておいたりとかというのもできるかなと、今、聞いていて思ったの

ですけれども、実際にその使用方法についての検討はこれからされるという想定の中
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で、オンライン・オフラインというか、データを使った学習の教材、補助みたいなそう

いった使用も考えられるのでしょうか。 

○議長（本田 学君） 空井教育委員会次長。 

○教育委員会次長（空井猛壽君） ただいまの御質問にお答えします。 

 今回、情報端末としてｉＰａｄを導入したいと考えておるところでございますが、具

体的な活用法についての問いだと思われますけれども、基本的には校舎内でＩＣＴ機器

を活用して、将来的には、多分の話ですが、教科書が電子化されるということも想定し

つつ、基本的には校舎内でＷｉ－Ｆｉ環境を用いて、デジタル的な授業を行うというの

がまず大前提の考え方であります。 

 一方、今回、２月の末から５月いっぱいまで、約３か月にわたって学校が臨時休業に

なりまして、子供たちが学校に登校できないと。何回か分散登校をさせていただきまし

たけれども、そういった長期間にわたって学校に登校できず、直接先生から授業が受け

られないというような事態に今回陥ったわけです。 

 文部科学省の言い方を借りますと、こういった今回のいわゆるコロナ禍を克服するた

めにも、１人１台端末を整備しつつ、今回の長期の臨時休業のような学校に登校できな

い場面が今後も想定されるということから、先ほど議員おっしゃられていましたいわゆ

るオンライン授業も視野に入れつつ、この情報端末については活用していくということ

になろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ２番三輪議員。 

○２番（三輪隼平君） そういった活用の方法が、本当にこれから検討されるというこ

とは自分も理解しているつもりで、もし納入に関してメーカーによってもすごい品薄

で、非常に時期が遅れるという可能性があるのだとする中で、もしオンラインだけでな

くてデータを作っておいて、それを学習補助に使うような、もし納入までの期間があっ

て、それをオフラインでもし使うような検討がなされたときに、今、ｉＰａｄを使った

授業になるまでの期間、そういったことにも使えるのではないかなと思った上で質問さ

せていただきました。今、実際の使用の検討に当たってのどうなのでしょうかというお

話でした。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） 空井教育委員会次長。 

○教育委員会次長（空井猛壽君） まず、オンライン用の教材、オンラインというか、

デジタル授業に使用するデジタル教材をあらかじめ今の段階から準備をしておくという

のは、非常に重要なことではあると考えております。 

 現在、北海道教育委員会、北海道教育長と、当文部科学省におきましては、現在、教

科書を出版している各社があるわけですが、そこから今年度の教科書に基づくデジタル

コンテンツというのが提供されておりまして、それらについては既に一部、現状小学６
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年生と中学３年生の２学年にはなっておりますが、現在、教科書の出版社が自ら作った

教科書に基づくデジタルコンテンツを開発し、それを無償で提供してくれているという

ところがあります。 

 この後、ほかの学年についても順次、準備ができ次第公開をしてくれるというような

話がありますので、そういった現在、陸別で使っている教科書に基づいてのデジタルコ

ンテンツ、そういった出版社が作ったものをカスタマイズ、もしくはそのまま使うとか

という方法で、スムーズにデジタル教育のほうに移行ができるのではないかなというこ

とで考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

 ６番多胡議員。 

○６番（多胡裕司君） それでは、新型コロナ感染対策ということで、各科目にわたっ

て大きな名簿がございますが、今の小・中、教育関係なのですけれども、例えばほかの

議員皆さん聞いたのですけれども、エアコンが３か月待ち、５月の補正予算で各小・中

において網戸をつけます。網戸はいつできるのか、果たしてそれで本当に子供たちに快

適な授業をできるのかどうか。それと、もし間に合わないのであれば、扇風機ですとか

そういう対策がとれるのかどうか。例えば、先ほど３か月も学校休校になって、夏休み

も授業になる可能性があるということであれば、なおさらそういうことを急ぐべきだと

思うのですけれども、そういうことがどうなのか。 

 また、例えば、ソーシャルディスタンスや子供たちの席をどういう形でとられている

のか、また、マスクの着用率はどのぐらいなのか、例えば今、新聞報道でにぎわしてい

るのがマスクのしていない子がいじめに遭ったとか、そういうことが起きている段階

で、うちの学校は大丈夫なのか。 

 また、アルコール消毒なのですけれども、手洗い・アルコール消毒の徹底ということ

なので、義務づけなのですけれども、例えばアルコールのアレルギーのある子供がいる

のかいないのか、そういうこともきちっとしているのか。また、石けん等もどういう形

で使用されているのか、そこら辺をお尋ねいたします。 

○議長（本田 学君） 有田教育長。 

○教育長（有田勝彦君） まずエアコンの件については、今回急遽対応するということ

で、これについては町のほうの理解もいただきまして、結果的には最低３か月待たなけ

ればならないというような状況であります。網戸につきましては、今、準備していると

ころでありますけれども、来週から設置を始めるということでありまして、これも感染

症対策のために換気をするということでありますので、全国的に網戸自体が品薄になっ

ているという状況でありますけれども、今、担当している業者のほうからの話でありま

すと、７月中には遅くても全て設置ができるというところで、ここは夏休みの授業に入

るまでには設置ができるということで安心をしております。 
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 扇風機につきましては、従前から扇風機を使っておりますので、それも今年も今後

使っていきたいと思っております。 

 それから、ソーシャルディスタンスの関係でありますけれども、陸別は幸いなこと

に、４０人びっちりのクラスがないということで、一番多くて２１人ということになり

ますけれども、例えば３０だとか４０になった場合については、そういう大きなところ

については、二つに分けなければならないというような状況でありますけれども、今の

ところ、現状のクラスのままで席を離して使えば、間隔を空けられるという状況であり

ます。 

 今までもそうなのですけれども、夏場、小学校へ行った方は分かるかと思いますけれ

ども、グラウンド側が全てガラス張りになっておりまして、ここも通常で言うと、うま

く閉め切ったりをして遮光しながら使うだとか、それから逆にプール側に特別教室があ

るのですけれども、そちらは日中余り太陽光が入りませんので、普通教室から見ると若

干室温が低いということでありますので、子供たちがそちらのほうに移って少しではあ

りますけれども、涼しい環境の中で授業を行うということができますので、従前、夏場

については６学年全てということになりませんけれども、一部必要な部分については各

担任がほかの担任と確認をしながら、特別教室に移行しながら使っていて、暑さ対策は

しているというような状況であります。 

 マスクにつきましては、使い捨てマスクが当初なかなか手に入らないということで、

今、手作りマスクの御協力をいただいておりますけれども、手作りマスクも含めて、全

ての子がマスクをしているというような状況であります。学校についても少しずついろ

いろなところからの寄附がありますので、そちらも急遽の場合対応するために備蓄をし

ながら対応しているところであります。 

 それから、消毒の徹底については、これは学校でも御家庭でもぜひ徹底をしていかな

ければならないということでありますけれども、今、議員言われましたアレルギーの関

係については、ちょっと詳細把握しておりませんけれども、特に手荒れの関係だとか、

そこちょっと困っているというような件で報告、相談は今のところありませんけれど

も、それについても改めて確認をしていきながら、子供たちに迷惑をかけないように、

きちっと整った学習環境を継続していけるように努めていきたいというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ６番多胡議員。 

○６番（多胡裕司君） ぜひとも、今、教育長が言っていただいたようなことで、本当

にいじめのない、快適な中で授業の遅れを取り戻すということが大前提でございますの

で、ぜひとも一日も早い段階で整えていただけることを願って終わります。 

○議長（本田 学君） 有田教育長。 

○教育長（有田勝彦君） いじめの関係、ちょっと答弁漏れして申し訳ありませんでし
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た。いじめの関係につきましても当然、そのことに関しては危惧をしているところであ

りますけれども、小学校・中学校ともに分散登校時、それから再開してから私も学校訪

問しておりますけれども、特にそういうことで学校が困っているだとか、保護者からの

相談があったということはありませんので、今のところはいじめ等に関してもないとい

う状況でありますけれども、それは今後もその辺についても十分注意をしていきなが

ら、進めていきたいというふうに感じております。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、歳出全般について行います。ただし、款を区切っての質

疑は終わりましたので、他の款との関連あるもののみとします。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 以上で、歳出の質疑を終わります。 

 次に、歳入全般について質疑を行います。 

 歳入の事項別明細書は、７ページから１０ページを参照してください。 

 ありませんか。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） それでは２点お伺いいたします。 

 １点目が、７ページの１３款の国庫支出金、２点目が８ページの１５款財産収入の件

であります。 

 最初に、１３款国庫支出金についてお伺いいたします。 

 １節総務管理費補助金で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金３,５３

２万２,０００円、これに関します議案説明書８－１、２、３との関係につきましては、

先ほど副町長からの説明で理解しているところであります。全体の３,９１２万２,００

０円から５月補正の休業協力感染リスク軽減支援事業補助金３８０万円を引いたもの

が、この計上額だということは理解しているところであります。 

 その中で、資料８－１の事業名の上から５行目、プレミアム商品券発行事業について

でありますが、これにつきましては、これまでの議員協議会等で現行の当初予算の範囲

内で、一部の内容を変更して７,０００円のプレミアム商品券を５００セット販売し、そ

のうち１００万円が町の補助金であったと、そのように認識しております。したがいま

して、今回、この８－１の表を見ますと、３５０万円ということになっておりますか

ら、さらに追加で販売する計画でいると、そのような理解でよろしいのか、お伺いいた

します。 

 それから、二つ目の１５款財産収入で２項財産売払収入３目の出資金精算等収入の１

節出資金等精算等収入、これ先ほど振興公社の出資金の処分で１,００８万円ということ
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で出たのですが、これ前年度の財産目録では５０４万円の財産になっていたと思いま

す。したがいまして、売却益があったと、そのような理解でよろしいのかお伺いいたし

ます。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） それではお答えいたします。 

 最初の質問でございますが、資料８－１についてですが、プレミアム商品券の発行事

業ですが、これは４月２６日に第１回目を実施させていただいております。こちらのほ

うのプレミアム分の費用が１００万円、今後、商品券のまだ具体的な日程は決めており

ませんが、第２弾としてやる費用ということで約２００万円、そして共通に要するその

他事務経費として５０万円、これを計上しております。第２回目については、まだ詳細

は煮詰まっておりません。 

 そして次の質問でございますが、振興公社の財産収入のものでございますが、こちら

のほうは議員御指摘ありましたとおり、出資金としては１,００８株分の額面では５０４

万円となっておりますが、その後に実際の会社清算に当たりまして、一度持っている財

産を今回把握いたしました。その財産の合計がありますので、実際に、なお今回の予算

に計上しました金額につきましては、そこからこれから配付に係る費用などをかかりま

すので、確定ではありませんが、予算的には額面１株で言いますが、５,０００円につ

き、そして配当として清算による財産の分割が５,０８０円、以上でございます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 資料８－１のプレミアム商品券の関係で補足説明をさせてい

ただきます。 

 説明の内訳のところで、４０％プレミアムつきということと、町内飲食店用というこ

とで記載しておりますので、これがほかにもあるのかという御質問かと思いますが、今

回は１回目の分を記載したものでありまして、今後、さらにコロナ対策として商品券を

発行できた場合にということを踏まえまして、３５０万円とさせていただいておりま

す。 

 説明のときに、ちょっとお話をさせていただきましたが、あくまでも当初予算で組ん

だ分につきましては、通常のプレミアム商品券の取扱いをすると、この交付金の対象に

はなりませんので、コロナの対象になるような方法も今後ちょっと考えなければいけな

いなというふうに思っております。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 今、御答弁いただきまして、１５款の財産収入については承知

いたしました。 

 それで１３款国庫支出金の質問についてですが、先ほど来、副町長の説明でも執行残

に触れられる部分もございました。それで私もこの臨時地方交付金の国から出ておりま
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す事務連絡をちょっと見ましたら、一応、この実施計画の最終受付期限、５月いっぱい

ではなかったかと思います。当然、既に提出されまして、確認結果の通知を既に受けて

いるのかということでございます。 

 それから、同じく事務連絡では、先ほど来、出ております実施計画に記載された事業

間の流用、これが可能ということで執行残が出ないようにというような表現があったわ

けであります。それで先ほど、プレミアム商品券の３５０万円についても今後流動的な

部分もあるのかなと思いますし、いろいろな面で、いわば渡しきりのような交付金にな

るのかなと、そのように理解しているわけでありますが、そのような考えでよろしいか

お伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 議員、お話のとおりでよろしいかと思います。 

 それで、この交付金について、まだ、実は通知は来ておりません。道のほうとこの事

業について、いいかどうかというのを調整している段階でありまして、１次では出して

おりますけれども、さらに調整はかかってくるものというふうに考えております。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 以上で、歳入の質疑を終わります。 

 次に、第２条、地方債の補正について質疑を行います。 

 ５ページから６ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 最後に、歳入歳出全般について質疑を行います。 

 ただし、歳入歳出双方に関連あるものに限定します。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第５１号令和２年度陸別町一般会計補正予算（第２号）を採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５１号は、原案のとおり可決されました。 
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 これから、議案第５２号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第１号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、４ページから６ページまでを参照してください。 

 ありませんか。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） この補正予算書で言えば、補正されなかった款項に係る額とな

るのかもしれませんが、本年の３月１３日及び４月９日に開催されました議員協議会に

おいて説明をされているところでありますが、へき地直営診療所運営補助金、この申請

額の変更につきましてですが、今後、歳入の増額補正がどこかの段階で行われると思い

ますが、これに関連しまして以前の申請額ですね、元年以前ですね。令和元年度分と平

成３０年度分については算定されるであろうと思われるが、それ以前の分については国

に求めていくと、そのようしておりましたが、これがその後変更というか、動きがあっ

たのかお伺いいたします。 

（「発言する者」あり） 

○議長（本田 学君） 暫時休憩します。 

                           休憩 午後 ２時０３分 

                           再開 午後 ２時０４分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第５２号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第１号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５２号は、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 以上で、本日の日程は、全て終了しました。 
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 本日は、これにて散会します。 

散会 午後 ２時０５分   
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 以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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